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Abstract：W ／indbreaks 　in　traditional　 villages 　act 　as 　the　adaptatio 皿 method 　for　n 肛 al　 climate 　and 　natu 【al 　disaster．　Kita−aizu

village 　which 　located　in　composite 　fari　was 　selected 　as　the　site　for　the　study ．　As　the　results 　of 　compa 哲ng 　of 　aehal 　photograph

in　l976　and 　2011，the　decrease　trend　of　windbreaks 　was 　found　out ，The　difference　of 　protecting　effects 　of 　windbreaks 　against

winter 　wind 　was 　confirmed 　by　the　observations 　of　climatic 　conditions 　in　two 　seUlements 　which 　has　pattems　of　windbreaks 　．

Key 　words ：windbreaks ，distribution，　transition，　microclilnate ，se丗 ements

要旨 ：伝統集落 に み られ る屋敷森 は、地域 の 気候風土 に根ざ した住環境形 成 手 法で あ る と同時 に、地域特有 の 自

然災害 に対応 した手法 とも捉え られ る。そ こ で 本研究 で は、複合扇状地 上 に 塊村 が 点 在 して い る地域を対 象 に
、

集 落 ご との 屋敷森分布 を 比較 した。1976 年と 2011 年の 空中写真を 用い た メ ッ シ ュ 交点法 に よ り、屋敷森 の 配

置傾向 と減少特性を捉えた。そ の 後、特徴的な 2 類型を抽出して 屋外小気候調査 を実施 し、一
定 の 防風効果 を 明

らか と した 。

キーワード ：屋敷森 ，分布 ，変遷 ，小気 候 ，集落

　　　　　　　　　L は じめ に

　日本の 伝統集落 は、母屋の まわ りに ク ラ や 作業場 を

配置 し、周辺 に 屋敷森や生 け垣 を設 け る こ とで 屋敷地

を 構成 して きた。これ らは地域 の 気候風土 に基づ い た

住 環 境 形 成手 法 で あ る と 同時 に、地域特有 の 自然災害

に 対応 した手法 と も捉 え られ る 。こ れ ら伝統集落 に お

ける住環境形成手法や 屋敷森 に関 して は 多くの研究蓄

積が 存在す る。しか しなが ら、屋敷地内の 住宅 と屋敷

森や生 け垣 な どの 関係 を分析 した もの
1）
が 大 部 分 を

占め、路村や塊村 とい う集落規模を対 象 と した もの
Z｝

は限 られ る。そ こ で 本研究 で は、図 1 に 示す よ うに、

東西 を河川に 挟 まれた複合扇状地上 に 位置し、過 去に

自然災害の 履歴 を持 っ 福 島 県会 津 若 松 市 北 会津 町 を対

象 に 、 点在す る塊村 に お け る屋敷森の 分析を試 み た。

　　　　　　　　 2．研究方法

　まず、北会津町 に 点 在す る塊村の 屋敷森分布傾向 を

捉 え るた め、空中写真 に よ る面積率調査 を実施 した。

そ の 後、屋敷森が 集落住環境へ 与 え る影響 を捉え る た

め 、異な る 類型 の 2地 域 で 冬 季小 気候 観測 を 実施 した。

2．1屋敷森面積率調査

　調査対象 は、図 2 と表 1に 示 すように 、北会津町

内 に 点 在す る 49 集落の なか か ら、工 場や公共施設な

どの 大規模建造物 が存在す る集落 や、集落規模 が極端

に 少 な い 集落を 除外 し、純 農村 と想 定 され る 41 集 落

を選 定 した 。 屋敷森配置傾向 と近年に お け る変化を 捉

え るた め、圃場整備前 の 1976 年 と 2011 年 の 空中写

真 を 用 い て 、メ ッ シ ュ 交点法 に よ り傾向を 捉 えた D 具

体的 に は、各集落敷 地 を含 む よ うに 25m 角 ブ ロ ッ ク

を 設定 し、ブロ ッ ク内の 25 点か ら面積率 を算定 した。

2，2 小気候観測

　 屋 敷 森 面 積 率 調 査 に よ り導 きだ した、異 な る類 型 を

持つ 二 日 町 集落 と出尻集落 を対象 に、冬季 の 小気候

観測 を 実施 し た。2013 年 12 月 7 日か ら 9 日に か け

て 計 7 回 の 移動観測 を行 い 、集落微気候 を観測 した。

図 3 に 示 す よ うに 、二 日町 集落で の 3 ル ート 18 点、

出尻集落 で の 1 ル
ー

ト7 点 の 移動観測 と、時刻補正

の た め の 5分間隔 の 定点観測 を行 っ た 。 観測項目お

よ び観測機器 につ い て は、ア ス マ ン 通風乾湿計 を用 い

て 気温 お よ び湿度 を、ビ ラ ム 式風向風速計 を 用 い て 風

向お よび風速 を観測 した。定点 で は精密日射計 を用 い

て全天 日射量 を観測 した。

　　　　　　 3，屋敷森面積率調査

3．1 調査結果 の 概要

　表 1 に 示す よ うに 、1976 年 の 屋敷森面積 は 村北部
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の 方 が高く、 特 に 白山街道 と呼 ばれ る 旧道沿い の 集落

の 屋敷森面積率が 高か っ た。村南部は村北部 と異 な り、

面積率が 高 い 集落が 点 在 して お り、面積率が 高い 領域

は形成 され て い なか っ た。2011 年の屋敷森面積率は、

全体 と して 減少傾向 に あっ た。特 に、村北部 の 197

年 に 面 積率 が 高 か っ た 地 域で の 減 少が 大 き か っ た
。

’

少率 が 比較的小 さ か っ た 集落は、2011年時点 の 面

率 が 15％程度 が 多 く、高す ぎな い 傾向 もみ られ た。

また 、世帯数に 由来す る集 落規模 と屋 敷森面積率 との

明確な関 係は 両 時代と もに確認 で き な か っ た 。

3．2 屋敷森分布傾向

　屋敷森の 配置 に 集落 ご と の 差異が 存在 す るか を確 認

新潟県

b．分散型 ・疎　集落全体 に 屋敷森が 分散 して い る が、

絶対数 が 少 な い 集落で 、減少率 は小 さ か っ た。

c ．集中型　屋敷森 が 数 カ所 に 集中 し、それ らが 分散

　　　　　　　　　　　　 表 1　 集落基本データ

　 　 　 山 形 県　 　 　 　 　 　 　 　 宮 N 県

＿ 稀 一

　 会津著松市

栃木県

図 1　 北会津町位置図

最 も多 くの 集落 が該 当 した類型 で 、北側 と西側 に 多 く

の 緑が 配置 され て い る。ともに 分散 タイ プ と比 べ て 減

少率が高く、多くの 屋敷森が 伐採 さ れ て い る。こ の 理

由と して 、1976年時点で は 冬季 の 季節風を緑で 防 い

で い たが、住宅性能が 向上 した 2011年時 点 で は、屋

敷森 を配置す る必要性が 低下 した もの と考 えられ る。

c．外 周 型 　集 落 外 縁 の うち 3 方位以 上 に 屋敷森 を 配

置 して お り、 多 くの場 合、北 ・西 方 向 に加 え南 か東 に

も配置 さ れて い る。全分類 の 中で最 も減少率が 大 き い 。

類型 内集落 の 分析 を 行う と、全方位 で 減少 が 確認 で き

る もの の 、特 に東 ・南 方 向 で の 減 少が 顕著 で あ っ た。

d．そ の 他　こ の類型 に は 東西 型 、南東型、西 型 の 3

集落が 該当した。それぞれ の 減少率 を見 る と、西 型 が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　25
最 も少 ない 減 少で あ っ た が、東西型 は 東 の み残 る な ど、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20 ．
ほ か の 類型 とは異 な る特徴 も見 られた。　　　　　　 9

（3）．分散タイ プ 　 　 　 　 　 　 麩
15

図 2　 集落分布図
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点
1，2，
12，131T 川 81 禰 7 卵 乃a19　　　　　「　　　「 12354 ，67

3 つ 以 上 の 連環 は一定 の 領域 を形成して い る と考 習io ．

え、連環 傾向に 基 づ い て 3 つ の 類 型 を得 た 。

a ．分散型
・
密　集落 内部 に 屋敷森 が 多 く、そ れ らが

分 散 して 集落全体 に存在 して い る。全類型 の 中で 最 も

減少率 が小 さか っ た。

騒 　5 ．
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して い る。内部型の 中で は最 も減少率が大 き か っ た D

　　　　　　　 4．小気候観測

各観測時に お け る気温お よび風速の観測結果の概要

を表 2 に 示 す 。 集落 に お け る 防風効果 の 違 い を示す

ため、定点 の 風速 が 6m ／s 強の 8 日 10 時、4m ／s 弱

の 7 日 13 時、2m ／s 強 の 9 日 13 時 の 3 つ の 観測結

果 の 検証を行 っ た。7 日 13時 と 8 日 10 時 の 風速分

面積率算定方法

mm5

1．25m ブロックを形成

2、里に 5m 間隔で補助

線を引く

a，緑の 上 をプロッ トし、
　 1点 4S で計算

4 ブ ロ ック毎の面 積率

算 定

分析図凡例
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布を図 7 お よび 図 8 に 示す。7 日 13 時 は集落外部 の

風速 が 4m ／s 以上 で あ る の に 対 し、集落内に は 1m ／s

以下 の 低風速域 が 2箇所 形成 され て い た。また、最 も

強風で あ っ た 8 日 10：00 は、低風速域 の 面積 が 7 日

13 時 と比較 して 小 さく、集落敷地内に 風が 流 入 して

い る こ とが分か る。分散型配置 の 場 合 、

一
定の 風速で

は 防風効果が 得 られ る が 、強風だと流入 が 防ぎきれ な

い こ とが 示 され た。次に、図 6 に示すように、2 集落

に お け る集 落 内 外 の 平均風速 と気 温 の 分析 を行 っ た
，

両集落の 防風効果を比較す る と、9 日 13時 の ように

集落外 の 風速が 遅 い 場合 は防風効果に違 い は見 られ な

か っ たが 、風速が 早 い 場 合 は 二 日町 集落の 方 が 防 風効

果が 大 きか っ た。また、出尻集落の 場合 、 集落東縁で

の 防風効果が 大 き く、気温 も高 くな る傾向が見 られ た。

これ は、風向 に対 して 樹木や 住宅が 列状 に 配置 され て

い る効果 と考 え られ る。

　　　　　　　　　 5．ま とめ

　本稿 で は、屋 敷 森面積分析に よ り北会津町に は 計 7

類型 の 屋敷森配置パ タン が 存在す る こ とを示 した、そ

れ ぞれ の 面積率比 較 に よ り、「
分散型

・
密 」 の 屋敷森

減少率が最 も小 さ く、冬季 の 季節風対策 と想定 さ れ る

方位軸 タ イ プは 総 じて 屋 敷森減 少率が大 きか っ た こ と

を明 らか と した。そ の 後、屋敷森面積率分析結果に 基

づ き、「分散型 ・密 」 と 「方 位軸
・
外周 型」 の 小気候

観測 を実施 し た。そ の 結果、「分散 型 ・密」 の 二 日 町

集落 で は、
一

定 の 防風性能 は 有す る が、風力 に よ っ て

流 入 が生 じ る こ とを 示 した。一方 で 、「方 位 軸 ・外周 型 」

の 出尻集落 の場合、二 日町集落 ほ どの防風性能 は有 し

て い なか っ た。以上二 地域 の 分析結果 よ り、屋敷森 の

面積や 配 置パ タ ン の 重 要性 を 明 らか とした。
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表 2　観測結果概況
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